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個人事業者の確定申告に係る
納税相談会ご案内

　個人事業者の令和6年分確定申告（所得税・消費税）に係る納税相談会を下記の通り実施します。

実施期間：令和7年2月12日（水）～3月13日（木）（予約制）
　　　　　　　（納期限は、所得税：3月17日（月）、消費税3月31日（月）です）

対象の方：下記要件に当てはまる個人事業者

　•開業届など確定申告上必要な届け出が済んでいること

　•�決算集計（売上・仕入・各経費）が概ね済んでいること�
（下記【相談時にご持参頂く資料】参照）

　•�e-Tax送信準備ほか本所業務手順に従い必要書類等の提出へ協力頂けること

　•�令和５年分青色申告決算書の特別控除前所得が原則として400万円以下、または消費税課税
売上高（資産の譲渡等の対価の額）が基準期間（令和４年分）において3,000万円以下であること

【ご了解いただく事項】
　※北海道税理士会函館支部との派遣契約に基づき実施する相談会です。
　※相談時間は80分以内、実費程度の手数料を頂戴しております（詳細はお問合せ下さい）

【相談時にご持参頂く資料】
　•税務署より送られてくる「確定申告のお知らせ」�
　　（1月下旬に税務署より送付される「確定申告のお知らせ」（ハガキまたは封書）には、�
　　�消費税申告の有無・予定納税金額が記載されていますので、相談時に必ずご持参下さい。）
　•下書きした決算書、帳簿等の収入・経費が分かるもの
　•国民年金・国民健康保険の支払額（令和5年度・６年度通知書等）
　•生命保険（一般・介護・個人年金用）・地震保険の控除証明書
　•医療費などその他控除を受けたいものの書類
　•扶養親族氏名、生年月日
　•各帳簿一式、事業主の印鑑
　•事業収入の他、年金、給与、不動産等の別途収入がある場合は源泉徴収票や収支明細など

ご予約・お問い合わせ：経営支援課　TEL :０１３８－２３－１１８１

などでお悩みはございませんか？ どんなことでもお気軽にご相談ください

金　　融 経営改善 税　　務 労　　務 法　　務 新規創業 取引照会 情 報 化 環境対策

中小企業相談所だより
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金融個別相談
日本公庫を含む新規または既往借入・借換についてのご相談
実施日／1月15日㈬ 10：00〜12：00
相談員／‌�日本政策金融公庫函館支店‌

国民生活事業担当者

経営相談
法人設立、経営改善、事業承継、税務など経営一般についてのご相談
実施日／2月12日㈬ 13：00〜16：00
相談員／公認会計士　鎌田　直善 氏

保証協会個別相談
資金借入・借換等に関する保証制度についてのご相談
実施日／2月12日㈬ 10：00〜16：00
相談員／�北海道信用保証協会‌

函館支店担当者

商標・特許相談（発明相談）
特許･商標・知的財産、新しい発明・技術・サービス等についてのご相談
実施日／1月22日㈬ 11：00〜16：00
相談員／�英知国際特許商標事務所 所属弁理士‌

INPIT北海道知財総合支援窓口 相談員

法律相談
商取引に関する契約・権利等、企業法務全般についてのご相談
実施日／1月24日㈮ 13：00〜16：00
相談員／弁護士　堀田　剛史 氏

ＩＴ・ＤＸ相談
IT活用投資、テレワーク推進、IT導入補助金などについてのご相談
実施日／2月13日㈭ 13：00〜16：00
相談員／‌�ＩＴコーディネータ� 川田　博仁 氏‌

ＩＴコーディネータ� 市村　淳一 氏

相談員／社会保険労務士　酒井　亮子 氏（北海道社会保険労務士会函館支部）

相談日／1月17日、2月21日、3月7日（第3金曜日10：00～13：00）※3月のみ第1金曜日

本所では労務やビジネスに関する経営支援を目的としたガイドブックを取り揃えております。

　左記以外にも各種分野に関する
小冊子や関係施策のパンフレット
がありますので、ご希望の方は 
本所経営支援課（tel23-1181）
銭 亀 沢 支 所（tel23-1185）
までお申込、ご相談下さいますよ
うお願いいたします。（無料配布、
在庫が無くなり次第、配付終了と
なります）

個別専門相談ご案内 無料 相談は事前予約制となっておりますので、℡23-1181にご予約願います。
なお、本所ホームページからもお申込可能です。

「働き方改革」専門相談
（北海道労働局委託「北海道働き方改革推進支援センター」事業）

をご活用下さい！
　同一労働同一賃金、最低賃金引き上げ、定年延長、高齢者雇用、生産性向上、雇用関連の助成金、就業規則、人
手不足対応などについて対応を進めたい方、商工会議所会員・非会員問わず、事業を営んでいる方はどなたでも利
用できますので、お気軽に活用頂き経営にお役立て下さい。（相談料無料、予約制）

ご予約・お問い合わせ：経営支援課　TEL :０１３８－２３－１１８１

お問い合わせ：経営支援課　TEL :０１３８－２３－１１８１

専門相談実施日の申込については函館商工会議所webサイトを併せてご覧下さい。

経営経営にに役立つガイドブック役立つガイドブックをを活用しませんか？活用しませんか？

賃金制度見直し・運用の
ポイント

基礎から学ぶ
賃金制度作成のステップ

今から考えておくべき
20分でわかる事業承継



会
議
所
の
う
ご
き

kaig
isyono ug

oki

18

　去る12月５日、函館国際ホテルにおいて、第３回
臨時議員総会を開催しました。
　当日は、第７回常議員会で承認された議案を含む
５件（議員の異動等、陳情・要望活動、部会・委員
会の開催状況、各委員会委員の委嘱、新入会員の加
入）について報告された後、議案審議が行われ、監
事並びに常議員の補充選任では右記のとおり決定い
たしました。
　また、終了後には議員会主催による歳末懇親会が
大泉市長や青森商工会議所議員会のほか、市内各界
から多数の来賓をお招きし、盛大に開催されました。

■監事選任
　・北海道電力㈱　道南統括支社長� 西澤　香衣 氏

■常議員選任
　・㈱ホリカワ 代表取締役社長� 花岡　孝一 氏

　

　北海道商工会議所連合会の主催による令和７年度
予算の確保に向けた要望活動に、本所から久保会頭
（同連合会　副会頭）並びに谷口専務理事が参加し
ました。
　去る11月21日～22日の日程で行われた要望活動
では、経済産業省や財務省、国土交通省のほか、政
権与党である自由民主党の議員を訪問し、早急な景
気・経済対策の実行や中小・小規模事業者の事業活
動を支える環境整備、人手不足への対応強化と地域
人材確保・育成等を盛り込んだ12項目を要望しま
した。

　また、去る11月28日には鈴木知事を訪問し、北
海道の成長を牽引する半導体やＧＸ等の産業の振興
や総合交通ネットワークの整備促進、商工会議所の
経営支援体制の拡充・強化等について意見交換し、
併せて、令和７年度予算の確保に向けて要望しました。

第７回常議員会・
第３回臨時議員総会

北海道商工会議所連合会主催に
よる要望活動
令和７年度予算の確保に向け実施

会議所のうごき

▲開会挨拶をする久保会頭

▲鈴木知事への要望書手交の様子

暮らしを支える異形管で地域の未来をつなぐ

株式会社 村瀬鉄工所
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　去る11月25日、本所において、久保委員長をは
じめ８名が出席し、標記委員会を開催しました。
　当日は、前回までの当委員会で出された意見を基
に、建設地や建設方法等について様々な案を比較検
討しながら、意見を交わしました。
　今後も引き続き、委員会での協議を重ねていくこ
ととしました。

　 去 る11月27日、 プレミアホテル -CABIN 
PRESIDENT- 函館において、二本柳委員長、工藤・
佐久間両副委員長ほか10名が出席し、標記委員会
を開催しました。
　当日は、函館市経済部商業振興課より担当者を招
いて、函館の顔ともいうべき函館駅前・大門地区に
おける棒二森屋店跡地での公共施設整備に関する説
明を受けたほか、それらを含めた中心市街地整備に
関し、出席者による意見交換を行いました。
　説明では、公共施設整備の基本的な考え方をはじ
め、公共施設整備に関する市民・関係団体等からの
意見や、整備スケジュール等の報告がなされ、出席

者からは、駐車場整備のほか、観光客や学生が集う
空間づくり等に関する質疑が行われました。公共施
設整備については、今後も市と協力体制を築きなが
ら、着実に進めていくことを確認して、委員会を終
了しました。

　去る11月 15日～ 18日の日程で、ポールスター
ショッピングセンターイベントスペースにおいて、
毎年 11 月の『税を考える週間』協賛行事である「タ
ックスフェア 2024」を開催しました。
　この行事は、本所・北海道税理士会・函館青色申
告会・函館法人会等が実行委員会を組織し、函館税
務署等の後援のもと、税に関する様々なイベントを
通じて、税務行政に対する認識を深めてもらうこと
を目的としています。今年は「税の無料相談」を含
む各種のイベントを開催しました。
　会場では、税の書道・作文・絵はがき等の展示を

はじめ、「特別講演会」や「きき酒会」、「電車でＧＯ」
等の関連行事も順次開催され、税金への理解を深め
る貴重な機会として多くの方が来場されました。

新会議所会館建設特別委員会
出席委員による意見交換

中心市街地活性化委員会
棒二森屋店跡地における公共施設整備等を協議

会議所のうごき

タックスフェア2024
税を考える週間の協賛行事として開催

▲会議の様子

▲冒頭の挨拶を行う二本柳委員長

▲オープニングセレモニーのテープカット
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　去る11月30日～12月25日、函館の冬を代表する
イベント「2024はこだてクリスマスファンタジー」
(主催：はこだてクリスマスファンタジー実行委員会)
が、赤レンガ倉庫群前において開催されました。
　期間中、毎日18時には、高さ約20ｍの北海道産
トドマツを使ったツリーに約15万球の電球が灯り、
打ち上げられた花火が今年も冬の夜空を彩りました。
週末やクリスマスには、ＪＲＡ特別協賛によるツリー
点灯とボリュームアップしたプレミアム花火の競演
のほか、幻想的なイルミネーションと迫力満点のス
ペシャルレーザーショーが披露され、冬の夜空に華
やかな光の演出が加わり、多くの市民や観光客を魅
了しました。また、毎年好評のスープバーも、新規
出店を含めた８店舗で12種類のスープが提供され、

連日、各店舗に長蛇の列ができるなど、会場は大い
に賑わいました。
　期間中の12月21日には、青森県弘前市の物産や
観光をＰＲする「ひろさきナイト」が開催され、当
日は、赤レンガ倉庫「金森ホール」にて津軽三味線
の生演奏やステージイベントが行われるなど、会場
は大いに盛り上がりました。

　去る12月６日、本所において、標記授与式を開
催し、久保会頭をはじめ21名が参加しました。
　当制度は、会員事業所への損害保険提案実績と顧
客満足度が特に高い代理店10社を「推進パートナー」
と定め、本所とともに会員事業所の事業発展や満足
度向上に取り組むことを目的として、昨年から開始
しているものです。
　詳細は、同封のチラシ及びパンフレットをご覧く
ださい。

　10月１日から11月30日、標記キャンペーンを実
施し、21事業所 延べ31名の新規・追加加入をいた
だきました。
　期間中に新規・追加加入いただいた全事業所に日
本酒「五稜」を、抽選で３組の方に「寿司料理谷ふ
じお食事券」を贈呈しました。
　また12月16日、対象の事業所を代表して㈱翔大

鋼業様に引受保険会社であるアクサ生命保険㈱函館
営業所長藤田誠一氏より目録を贈呈しました。

2024はこだてクリスマスファンタジー
きらめく光の演出

2025函館商工会議所保険推進
パートナー制度認定書授与式
10社を認定

商工会議所福祉制度キャンペーン
2024年Part2
新規・追加加入の方へプレゼント企画を実施

▲点灯と同時に歓声に包まれる会場

▲認定書を受けるパートナー企業

▲目録贈呈の様子
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　去る11月３日、函館市民会館において、第19回
函館歴史文化観光検定（はこだて検定）を施行し、
初級165名、上級61名の総勢226名が函館と道南地
域に関する歴史や文化、時事等の問題に挑戦しました。
　今年は、初級71名（合格率：43.0％）、上級11名
（合格率：18.0％）が合格しました。

第19回初級問題より抜粋
　函館山の別名は、その佇まいからある動物にたと
えられる。その動物の名はどれか。
　１．ウシ　　　　２．ウマ
　３．ウサギ　　　４．リス� 答え：１

函館爛漫　リコ さん
皆様お疲れ様でした！社会人になって初めての受験で思うように勉強で
きなかった部分があり、再チャレンジを考えています。まずは、こうし
て毎年はこだて検定を受けよう！という気持ちが大事だと前向きに捉え、
これからも大好きな函館に関わっていきたいです。

Staple函館　園部　優樹 さん
はこだて検定の受験を通じて、あらためて函館の歴史や文化の奥深さを感
じることができました。学習を進める中で新たな発見が多く、受験そのも
のが大変有意義な時間となりました。函館への愛着が一層深まりました。

Staple函館　早野　拓真 さん
今回の受験を通して、改めて函館の歴史や知らなった魅力に気づくことが
でき、歴史ある土地でチャレンジできることにさらにワクワクしておりま
す。私はまだ函館に引っ越して半年ですが、私と同じように最近函館に来
た方も、ずっと住まれている方にとっても、まだ知らない函館の一面が知
れる良いきっかけになると思いますので、気になっている方はぜひ来年受
験してみてください！

函館爛漫　モコ さん
初級合格できました！ 1年分の過去問を1回解き、答え合わせをしてもう
1回解くというのを毎日続けたことが合格に繋がったと思います。次は上
級合格。経験があるからこそ難易度の高さに不安はありますが、函館の知
識を深め、函館のことを知り続けながら頑張りたいです。来年はみなさん
も楽しみながら、はこだて検定に挑戦しませんか？

函館爛漫　ノン子 さん
共に受験した皆様、お疲れ様でした。なかなか勉強する時間が取れず、不
合格、大変悔しく思います。しかし、来年も受けるために函館に帰れると
思うと前向きに嬉しく思います（笑）函館で勉強することで、ますます愛
が増しました。来年も受ける！頑張るぞ！

第19回　函館歴史文化観光検定
（はこだて検定）
82名のはこだて博士が誕生

＜はこ検受験企画参加者からのコメント＞
▲検定に挑む受験者
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　 去 る11月 ２ 日、 プレミアホテル - CABIN 
PRESIDENT- 函館において、標記連絡会議を開
催し、道央・道南各地の商工会議所青年部（以下
YEG）より北海道商工会議所青年部連合会の荒田会…
長はじめ42名、函館YEGより岡村会長はじめ25名
が参加しました。
　同連絡会議では、道央・道南協議会 敦澤会長に
よる開会挨拶の後、各地のYEGより事業報告がな
されました。その中で、各地域における特徴のある

事業活動について情報共有を行い、出席者は今後の
事業活動を進めていくためのきっかけとなりました。
　その後の交流会兼懇親会では、岡村会長による開催
地挨拶、道央・道南協議会山本協議会筆頭副会長によ
る乾杯の発声の後、モルックをテーブル対抗で競い、
各単会の会員同士が交流をより深める機会となりました。

　
　去る11月26日、ホテル函館ロイヤルシーサイド
において、標記例会を岡村会長はじめ青年部及び青
年部OB会の会員総勢33名が参加し開催しました。
　同例会は、去る８月12日・13日に当市において、
小学生サッカー選手権大会「エフ・キャンカップin
函館」が開催された経緯から、同大会の事業報告と、
当青年部及びOB会の会員事業所からの協賛支援に
対するお礼も兼ねて、大会運営に携わるCAPTAIN 
FIVE㈱ 代表取締役 落合 謙翔 氏を講師に招き、「エ
フ・キャンカップin函館 事業報告から見る函館・
道南地域のスポーツを活用した未来への取組み」を
テーマに講演を行いました。
　落合氏からは、エフ・キャンカップin函館の実

施概要と同大会を開催した際の手応えのほか、各地
域でのプロスポーツチーム誘致・設立に関する先進
事例等について説明がなされました。
　また、当青年部スポーツ事業考案委員会より、各
地商工会議所におけるスポーツに関連した観光振興
の取り組み事例についての説明がなされ、同例会を
通じ、地域におけるプロスポーツチーム誘致・設立
やスポーツを活用した地域振興について考える機会
となりました。

　 去 る12月16日、 プレミアホテル - CABIN 
PRESIDENT- 函館において、標記例会を開催し、
日本商工会議所青年部(以下YEG)より吉川会長は
じめ15名、北海道YEGより荒田会長、函館YEGよ
り岡村会長はじめ34名が参加しました。
　かねてより、日本YEG組織力活性化委員会では、
各地単会を訪問し、先進事例やノウハウ、組織力を
より強固にするためのヒント等を共有する「単会訪
問事業」を実施しており、今回は、函館YEGが日
本YEGの役員らを招き、意見交換会及びグループ
ワークを行いました。
　意見交換会では、函館YEGが抱える組織運営や
事業活動等の課題について、日本YEGに対し質問し、
会員減少に伴う各単会独自の工夫や具体例等、今後

の事業活動についてヒントとなる助言をいただいた
ほか、グループワークでは、「理想の函館YEGにつ
いて」をテーマに議論した後、各グループよりその
まとめの発表がなされました。
　改めて標記例会を通じ、函館YEGの在り方につ
いて見つめ直すことができたほか、日本YEGや北
海道YEGとの今後の連携強化に繋がる良い機会と
なりました。

青年部
■令和６年度北海道商工会議所青年部連合会
　第４回道央・道南協議会連絡会議（函館会議）

■第４回例会「日本ＹＥＧとの交流事業」

■�第３回例会「エフ・キャンカップin函館 事業報
告から見る函館・道南地域のスポーツを活用し
た未来への取組み」

▲交流会を終えての記念撮影

▲講師を囲んでの記念撮影

▲例会終了後の記念撮影
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議員の役職の変更
・１号議員　　株式会社ニシカワ産業　　　　西川　清一 氏	 （新）名誉会長 
	 （旧）取締役会長� (令和６年９月１日付)
・２号議員　　合同容器株式会社函館事業部　佐藤　正樹 氏	 （新）執行役員　事業部長
	 （旧）事業部長� （令和６年４月１日付）
議員の職務を行う者の変更
・１号議員　　ホテル函館ロイヤルシーサイド	 （新）営業部長　　中山　　努 氏
				    （旧）宿泊支配人　斎藤　聡志 氏� （令和６年９月22日付）

議員の異動
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　去る11月７日～８日の２日間の日程で、第56回
全国商工会議所女性会連合会滋賀全国大会が大津市
で開催され、全国各地の女性会会員約2,500名が参
加し、当会からは佐藤会長をはじめ６名が参加しま
した。
　大会では、第23回女性起業家大賞並びに全国商
工会議所女性会連合会表彰の授賞式が行われ、当女
性会並びに平山直前会長が右記の通り受賞しました。
　また、大会後には、石山寺座主の鷲尾龍華氏によ
る「紫の筆はしる石山寺」と題した記念講演が行わ
れたほか、懇親会では、参加者相互の活動等につい

て情報交換しながら交流を図りました。
〇全国女性連表彰（函館女性会関係分）
• �第２条（特別功労者）：直前会長　平山勢津子 氏
• �第３条第２項 事業活動に基づく「個として光る」
女性会事業表彰　優秀賞(全国女性連会長賞)

　：函館女性会（30年以上にわたる植樹・植栽活動）

　去る11月27日、ベルクラシック函館にて11月例
会を開催し、佐藤会長をはじめ会員16名が参加し
ました。
　当日は、来年度の事業計画策定に向けて、定例事
業の開催テーマや内容の他、今後の当会の活動方針
等についても、グループワーク形式で協議しました。
　出席者からは、経済団体として、地域経済の活性
化に寄与する取り組みを行うとともに、自己研鑽の
ほか、他地域の女性会との交流を行うことなど、様々
な意見が出されました。

　グループワーク終了後には、引き続き懇親会が行
なわれ、会員間で交流を図りました。

女性会
■�第56回全国商工会議所女性会連合会滋賀全国
大会～当会より６名が参加～

■１１月例会を開催

▲全国大会に参加した函館女性会メンバー

▲グループワーク後の集合写真
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永年勤続と企業発展の努力を讃え、１４３名を表彰
　去る11月12日、ホテル函館ロイヤルシーサ
イドにおいて、受彰者をはじめご来賓や事業主
等約90名に出席いただき、標記表彰式を開催
しました。
　式典では、齊藤副会頭から「様々な障害や数
多くの困難を乗り越えて、常に前に進んでこら
れた皆様の努力と熱意に敬意を表します」と
これまでの社業貢献への労いと激励の挨拶の
後、表彰状と記念品が授与されました。結びに
あたり、受彰者143名を代表し、竹田和彦さん
(㈱布目)から「本日の栄誉を忘れず、初心に帰り、なお一層の努力と研鑽を重ねたい」と力強く謝辞
が述べられ終了しました。
　なお、永年に亘り地域経済を支え、企業発展のために努力を重ねてこられた皆様に心より敬意を表し、
以下に全受彰者をご紹介させていただきます。

（敬称略）

勤続年数 氏　名 事　業　所　名 氏　名 事　業　所　名

勤続
40年以上
（10名）

永　井　康　夫 株式会社 アキヤマ 七　崎　　　豊 北海道エアポート 株式会社 函館空港事業所
中　山　　　信 齊藤建設 株式会社 竹　田　和　彦 株式会社 布目
谷　口　力　浩 齊藤建設 株式会社 中　塚　道　生 株式会社 函館丸井今井
佐　藤　耕　治 齊藤建設 株式会社 竹　林　　　修 北海道乳業 株式会社
佐　藤　こずえ 樺電工業 株式会社 渡　辺　拓　示 北海道乳業 株式会社

勤続
30年以上
（28名）

掛　村　知　道 山本鉄工 株式会社 明　上　　　肇 株式会社 猖々谷建設
加　藤　雅　寿 齊藤建設 株式会社 渡　辺　　　昇 株式会社 猖々谷建設
大　山　俊　和 函館運搬機整備 株式会社 吉　野　勇　一 株式会社 猖々谷建設
池　田　奈　加 函館商工信用組合 中　村　勝　義 株式会社 猖々谷建設
中　谷　三　輝 株式会社 北海道ニッスイ 十　倉　孝　彦 函館環境衛生 株式会社
小野寺　紀　子 株式会社 エスイーシー 伊　藤　広　貴 株式会社 五島軒
原　　　　　一 株式会社 エスイーシー 福　井　春　美 株式会社 布目
吉　田　正　昭 株式会社 エスイーシー 山　崎　大　樹 北海道乳業 株式会社
高　橋　　　呉 株式会社 エスイーシー 葛　西　紀　友 北海道乳業 株式会社
池　野　宏　樹 株式会社 エスイーシー 横　山　孝　博 函館トヨペット 株式会社
船　水　　　明 株式会社 エスイーシー 石　田　祐　介 函館トヨペット 株式会社
澤田石　英　二 株式会社 松本組 北　村　　　司 函館トヨペット 株式会社
川　政　里　絵 株式会社 松本組 上　野　隆　行 函館トヨペット 株式会社
小　林　多美代 株式会社 山大 坂　本　　　淳 株式会社 吉田産業函館支店

第66回 優良商工従業員表彰式

▲表彰式の様子
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勤続年数 氏　名 事　業　所　名 氏　名 事　業　所　名

勤続
20年以上
（42名）

池　田　朋　美 齊藤建設 株式会社 水　口　寿　志 山田総合設計 株式会社
對　馬　英　人 齊藤建設 株式会社 櫻　井　まゆみ 株式会社 道水
久保田　陽　平 株式会社 エヌボシ・ノムラ 工　藤　フキ子 株式会社 丸正 三浦包装店
木　村　光　廣 株式会社 エヌボシ・ノムラ 渡　辺　辰　夫 株式会社 函市作業組
泉　　　正　男 株式会社 エヌボシ・ノムラ 蔦　森　慶　三 ヤマダイ大作運輸 株式会社
東　出　　　満 株式会社 エスイーシー 川　畑　雅　俊 株式会社 ヤマダイフーズプロセシング
増　田　真　一 株式会社 エスイーシー 濱　坂　奈保子 北海道エアポート 株式会社 函館空港事業所
野　呂　孝　司 株式会社 エスイーシー 豊　川　佑　貴 函館環境衛生 株式会社
菅　原　哲　也 株式会社 エスイーシー 竹　内　啓　二 株式会社 五島軒
菅　原　誠　二 株式会社 エスイーシー 大　澤　裕　明 株式会社 布目
吉　田　宗太郎 株式会社 エスイーシー 村　田　美　佳 株式会社 布目
相　田　紘　人 株式会社 エスイーシー 寺　田　晴　奈 株式会社 布目
岩　城　公　一 株式会社 エスイーシー 新井田　亜　耶 株式会社 布目
笹　木　裕　司 株式会社 エスイーシー 伊　達　　　豊 株式会社 布目
伴　　　祐　太 株式会社 エスイーシー 岡　田　芳　紀 株式会社 布目
伊　藤　　　圭 株式会社 エスイーシー 林　　　　　嶺 株式会社 布目
木　村　伸　彦 株式会社 エスイーシー 杉　山　和　仁 株式会社 吉田産業函館支店
小　関　健　大 株式会社 エスイーシー 綿　井　竹　明 函館トヨペット 株式会社
谷　口　郁　夫 株式会社 エスイーシー 藤　原　祐　広 函館トヨペット 株式会社
吉　田　徳　昭 株式会社 エスイーシー 三　上　　　悟 株式会社 マルヨシ吉田組
後　藤　まなみ 及能 株式会社 田　邉　宏　文 株式会社 リード不動産

勤続
10年以上
（63名）

松　井　俊　彦 カドウフーズ 株式会社 小　林　幸　恵 株式会社 丸正 三浦包装店
石　塚　尚　史 西野会計 株式会社 鳴　海　美和子 株式会社 丸正 三浦包装店
中　村　若　菜 西野会計 株式会社 葛　西　愛　美 株式会社 丸正 三浦包装店
山　科　紋　子 西野会計 株式会社 阿　部　るみ子 アイ・ティ・ティ 株式会社
小　滝　亜　実 株式会社 北食 種　田　大　輝 函館エヌ・デー・ケー 株式会社
和　野　明　菜 道南清水サッシ 株式会社 三　上　克　也 函館エヌ・デー・ケー 株式会社
田　中　　　翼 道南清水サッシ 株式会社 正　田　英　雄 株式会社 函市作業組
木　村　あかね 函館商工信用組合 荒　木　一　邦 ヤマダイ大作運輸 株式会社
浜　塚　大　輔 函館北栄 株式会社 中　谷　光　弘 ヤマダイ大作運輸 株式会社
渡　辺　祐　子 函館北栄 株式会社 佐　藤　吉　次 株式会社 ヤマダイフーズプロセシング
榊　原　祐美子 函館北栄 株式会社 佐　野　　　武 株式会社 ＹＧフラッグシップ
三　上　　　宏 函館北栄 株式会社 大　谷　宏　平 函館環境衛生 株式会社
平　野　真紀子 東一函館青果 株式会社 稲　村　公　里 株式会社 五島軒
横　山　周　平 株式会社 千秋庵総本家 辻　　　卓　馬 株式会社 布目
田　原　千恵子 株式会社 千秋庵総本家 田　邉　みのり 株式会社 布目
村　上　　　学 野村不動産函館 株式会社 木　村　圭　吾 北海道乳業 株式会社
池　田　由香里 野村不動産函館 株式会社 市　川　幸　樹 北海道乳業 株式会社
細　谷　和香菜 野村不動産函館 株式会社 佐々木　友　祐 北海道乳業 株式会社
澤　田　聖　人 株式会社 誠正電気 佐　藤　誠　也 北海道乳業 株式会社
田　村　優　太 株式会社 松本組 髙　橋　祐次郎 北海道乳業 株式会社
大　高　延　之 株式会社 松本組 竹　部　友　美 北海道乳業 株式会社
松　野　浩　吉 株式会社 松本組 工　藤　弘　二 株式会社 吉田産業函館支店
三　浦　浩　徳 株式会社 松本組 鈴　木　　　明 株式会社 吉田産業函館支店
花　田　　　誠 山田総合設計 株式会社 越　田　達　也 株式会社 吉田産業函館支店
小　松　隆　則 株式会社 トーショウビルサービス 野　中　恭　子 株式会社 吉田産業函館支店
谷　　　正　寛 株式会社 トーショウビルサービス 村　上　大　地 函館トヨペット 株式会社
室　矢　義　博 株式会社 トーショウビルサービス 大　堤　祐　二 株式会社 マルヨシ吉田組
丸　山　正　章 株式会社 トーショウビルサービス 川　口　　　一 株式会社 マルヨシ吉田組
田　中　　　靖 株式会社 東亜 武　田　謙太郎 株式会社 マルヨシ吉田組
齊　藤　智　美 株式会社 丸正 三浦包装店 磯　貝　卓　也 株式会社 マルヨシ吉田組
加　我　多美子 株式会社 丸正 三浦包装店 大和谷　　　勝 株式会社 マルヨシ吉田組
澤　根　明　子 株式会社 丸正 三浦包装店



中小機構 函館オフィスへ！
中小企業経営に関するご相談は中小企業経営に関するご相談は

オンライン無料相談開催！
詳細はHPをご覧ください

さまざまな課題解決のためのワンストップサービス拠点です！

まずはお気軽に
お問合せください。

https://www.smrj.go.jp/regional_hq/hokkaido/sme/consulting/index.html

中小企業基盤整備機構
函館オフィス
〒040-0063  函館市若松町７－１５ 
函館商工会議所ビル２Ｆ
TEL 0138(24)6600 

函館駅前
郵便局●

北洋ビル
　　●

●
函館駅

●キラリス
　函館

函館●
駅前ビル

ホテル●
リソル函館　

★
オフィス

ご案内ご案内
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融資条件
資金の使途 融資限度額 金利 返済期間

運転資金 
（仕入資金、手形決済資金、給与・ボーナスの支払い等） 2,000

万円
1.65％
（特別利率Ｆ　
2024/12/2現在）

７年以内
（１年以内据置可）

設備資金
（工場・店舗の改装資金、車両購入、機械設備の購入等）

10年以内
（２年以内据置可）

融資対象者
・�従業員20人以下（商業・サービス業は5人以下）�
の法人・個人事業主の方
・�商工会議所の経営指導を一定期間受けて�
事業改善に取り組んでいる方
・函館市内で1年以上、事業を行っていること
・日本政策金融公庫の融資対象業種を営んでいる方
・税金（所得税・法人税・事業税・住民税等）を完納している方

　マル経融資は、昭和48年に創設されて以来、 多くの小規模事業者の方々に利用されています。
　「事業資金を借りたいが、担保も保証人もないし…」といった小規模事業者の方々の経営をバックアップ
するために無担保・無保証人で、商工会議所の推薦に基づき融資される、 日本政策金融公庫の融資制度です。

マル経（小規模事業者経営改善資金融資）をご活用ください！

マル経ハンドブック
制度内容や利用者の声等掲載しています。

日本政策金融公庫
https://www.jfc.go.jp/
n/findings/pdf/marukei_
handbook.pdf

お問い合わせ：経営支援課　TEL :０１３８－２３－１１８１

商工会議所制度のため安心・安全

無担保、無保証人のため、保証協会の
保証も必要なし

金利は融資実行時の固定金利

経営に関するトータルなアドバイスを
受けることができます

無担保 無保証人 低金利



お問い合わせ：企画情報課　TEL:０１３８－２３－１１８１
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※�掲載をご承諾いただいた会員様のみご紹介させていただいております。
� （敬称略）

事業所名 主な営業内容

⃝扶桑産業機械㈱ 鉄鋼資材卸売

　開港都市として海外から多くの文化が流入し日本で最も早い時期から珈琲が飲まれていた函館のカフェ
文化の発信と、市内及び近郊の絵画作家の作品発表・販売機会の提供を通した芸術振興による地域ブランディ
ング、及び、閑散期となる冬季観光振興を目的に“カフェでアートを楽しむ”イベント「HAKODATE珈琲 
プロジェクト＆マーケット2025」を初開催します。

開催期間

出品作品

イベント公式ページ

開催場所

主　　催

令和７年１月15日（水）～３月15日（土）

８名14作品

•焙煎工房函館美鈴大門店	 •コーヒーケーキショップ美鈴湯川店
•喫茶ジョリー丸井今井函館店	 •カフェ美鈴函館空港店
•コメダ珈琲店函館ベイエリア店	 •CafeRob函館五稜郭店
•十字屋食料品店	 •十字屋珈琲店
•千秋庵総本家本店	 •フランス菓子ペシェ・ミニョン
•YAMAYOSHICOFFEE

HAKODATE珈琲プロジェクト＆マーケット実行委員会（事務局ANAあきんど株式会社函館支店）
ANAあきんど株式会社函館支店、函館商工会議所、（一社）函館国際観光コンベンション協会
（協力）公益財団法人函館市文化・スポーツ振興財団

https://www.hcpm.info/

※開催場所毎の展示作品については、イベント公式ページにてご確認いただけます。
※開催期間に販売が成立した絵画については、随時、展示終了となりますのでご了承ください。

�ご入会ありがとうございます

新入会員のご紹介

　本所令和６年度会費について、未納の会員様はお早めにご納入くださいますよう
お願い申し上げます。
　なお、会費等の納入に際し、手間・手数料のかからない自動口座振替
への移行をお勧めしております。ご希望の方は申込用紙をお送りいたし
ますので、本所企画情報課までご連絡ください。
　また、住所・代表者等の変更があった会員様につきましても、手続き
が必要となりますので、ご一報くださいますようお願い申し上げます。

令和６年度
年会費納入の
お願い

日本でもっとも古い時期から珈琲文化が根付いた函館で珈琲とアートを楽しむイベント

HAKODATE
珈琲プロジェクト＆マーケット2025



本　　　　　　　社　函館市西旭岡町２丁目２４番地４

加工センター事務所　函館市東山町144-79

　　　　　　　　　　TEL：0138-83-2572　FAX：0138-83-2749

札　  幌  　支　  店　札幌市東区東苗穂５条３丁目６番39-１号

　　　　　　　　　　TEL：011-792-9890　FAX：011-792-9891

 鉄筋工事業　株式会社　翔大鋼業
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　アサゴエ工業株式会社は、岡山市に本社を構える
鋳造メーカーで、ＩｏＴを活用した生産性と品質向
上に取り組んでいます。1957年の創業以来、建設
機械や自動車部品の製造を主力事業とし、金型製作
から鋳造、精密加工まで一貫体制を構築してきまし
た。この長い歴史の中で培った技術力にデジタル技
術を融合させ、業界が抱える課題に挑戦しています。
　同社のＩｏＴ活用の特徴は、現場主導のアプロー
チにあります。現場の社員たちの意見を積極的に取
り入れ、具体的な課題に応じたツールを活用してい
ます。その一例が、小型ＩｏＴデバイス「Ｎｅｆｒ
ｙ」を活用したデータ収集で、数千円で実現しまし
た。この技術により、設備の稼働状況やサーバールー
ムの温度など、従来では取得が難しかったデータを
効率的に収集。現在では「Ｍ５Ｓｔａｃｋ」などの
デバイスも導入し、さらなるデータの取得・活用に
取り組んでいます。
　同社が目指すデジタル化は、単なる業務効率化に
とどまりません。1400～1500度の高温や粉じんが
舞う過酷な環境でも機能するＩｏＴ技術を駆使し、
これまで職人の勘や経験に頼っていた工程を可視化。
これにより、品質向上だけでなく、熟練技術者のノ
ウハウを次世代へ継承する基盤を築いています。ま
た、デジタル化のプロセスを通じて社員のスキル向
上と意識改革を推進。現場の改善活動にＩｏＴを融

合させたことで、生産量の向上や業務負荷の軽減を
実現し、チーム間での競争意識も生まれています。
この好循環が、デジタル化推進をさらに加速させて
います。
　これらの取り組みは、鋳造業という「ローテク」
のイメージを覆すものであり、業界全体に新たな可
能性を提示しています。同社の挑戦は、製造業にお
けるＩｏＴ化やデジタル化の先行事例として注目さ
れています。
　さらに、代表取締役社長である藤原宏嗣氏は、
2018年から日本鋳造協会のＩｏＴ推進特別委員会
の委員長を務め、24年からはＤＸ推進委員会の委
員長として活動しています。藤原氏は、自社の取り
組みにとどまらず、業界全体のデジタル化をけん引。
ＩｏＴやクラウドサービスなどのデジタル技術を活
用し、生産効率化や品質管理の向上を目指しています。
（この事例は筆者取材時のものであり、現在では異
なる場合があります）
�
� ウイングアーク１ｓｔ株式会社　データのじかん主筆
� 大川　真史

「鋳造現場をＩｏＴとデータ活用で
� 進化させるアサゴエ工業の戦略」

　ウイングアーク１ｓｔデータのじかん主筆。ＩＴ企
業を経て三菱総合研究所に12年間在籍し、２０１８年
から現職。専門はデジタル化による産業構造転換、
中小企業のデジタル化。オウンドメディア『データ
のじかん』での調査研究・情報発信が主な業務。社
外活動として、東京商工会議所ものづくり人材育成
専門家ＷＧ座長、エッジプラットフォームコンソー
シアム理事、特許庁Ｉ－ＯＰＥＮ専門家、ロボット
革命・産業ＩｏＴイニシアティブ協議会中堅中小ＡＧ
副主査、サービス創新研究所副所長など。ｉ．ｌａｂ、
リアクタージャパン、Ｇａｒａｇｅ Ｓｕｍｉｄａ研究
所、Ｆａｃｔｏｒｙ Ａｒｔ Ｍｕｓｅｕｍ ＴＯＹＡＭＡ、
ハタケホットケなどを兼務。各地商工会議所・自治
体での講演、新聞・雑誌の寄稿多数。近著『アイデ
アをカタチにする！Ｍ５Ｓｔａｃｋ入門＆実践ガイド』。大

おおかわ
川　真

ま さ し
史



函 館 青 色 申 告 会
会　長　馬　場　哲　也
　 　役 職 員 一 同

電　話（0138）55-3271番
F A X（0138）55-9929番

〒040-0001　函館市五稜郭町16番13号

令和７年 元旦

－今年も早期提出を目指しガンバリましょう－
　お健やかに新春をお迎えの事とお慶び申し上げます。迎える令和７年

も中小企業者にとって厳しい年となりそうですが皆様と共に研鑽しあい

励ましあい少しでも良い年にいたそうと努力してまいる所存です。

　変らぬご指導、ご支援をお願い致します。

あけまして
おめでとうございます

青色決算書

確定申告書

所得税申告は
3月17日まで

消費税申告は
3月31日まで
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●
エネオス

●ヤマト
　運輸ココです

⬅

羽ばたかせます  あなたのイメージ。

〒040-0022 函館市日乃出町28番2号
TEL（0138）53-2231㈹    FAX（0138）53-4355
URL：http://www.ryubun-do.co.jp/　E-mail：info@ryubun-do.co.jp
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　芥川賞作家の田辺聖子さんは＜勿体ない派＞を自任してい
た。「トマト一きれ、目ざし一尾でも皿にサランラップをか
ぶせて冷蔵庫へしまってしまう」私。「今日びの若い人はた
べものが残ると、思いきりよく捨てる…」。エッセー『のこ
りもの』で憤った。田辺さんに共感する「もったいない」派
は、世に多いだろう。
　「もったいない」派、大歓迎の「食品ロス削減の店」が
８月下旬、青森総合流通団地共同会館内に移転オープンした。
「パレットショップ青森南店」である。
　パレットショップのスタートは、全国に取引先を持つ弘前
市の食品卸業「つがる屋」が自社の倉庫の一角で規格外のタ
マネギを無人販売したことがきっかけだった。賞味期限の近
い商品や規格外の食品など取扱商品が徐々に増え、好評のた
め有人販売に。パレットの上に商品を載せて販売したことが
店名の由来。
　そのフランチャイズ１号店として、2023年４月に青森総
合流通団地入り口に旧店舗がオープン。ただ「お客さんは年
配の方が多い。冬季間は出入りが危険だった」（店長）ため、
お年寄りが冬でも利用しやすい場所を探し求めて青森総合流
通団地共同会館内の新店舗に移転した。子供連れから高齢者
層まで顧客の年代は幅広く、リピーターが多いという。
　魅力は何といっても商品の安さ。一般のスーパーに陳列し

てある物と同じ商品が30－50％引きで並んでいる。「定価の
半額が一番多い」と胸を張る店長が、安さの秘密・物流の仕
組みを教えてくれた。
　「３分の１ルール」。食品業界特有の商習慣で、賞味期限が
残り３分の１に達する前に、卸業者は小売店に納品しなけれ
ばならない。賞味期限が近い商品を避ける消費者が多いため、
賞味期限がまだ十分に残っているにもかかわらず品質に問題
のない食品が大量に廃棄されるという問題を抱えている。「そ
こで問屋さんは『第二の物流』に商品を提供して現金化する」
（店長）という。
　季節によって変動はあるが、300－400品目が店頭に並ぶ。
「あまりこちらで販売されたことのない珍しいカップ麺」（店
長）や、ペットボトルの飲料類、お菓子、加工食品、そして
店長好みをそろえた酒類などが充実している。最近は地場産
の野菜や果物にも力を入れている。驚くような激安商品が商
品棚に交じる。商品は常に入れ替わる。「今だと思ったとき
に買わないと、次に来たときはありませんよ」。店長はニヤ
リとした。
　千葉さんは「株式会社マネジメントパートナー・アオモリ」
の代表取締役でもあり、コンサルタントを務めている。ある
企業から社員研修を頼まれサポートする中で「SDGs／持続
可能な開発目標」を学んだ。調べていくうちに「食品ロス削
減」に関りを持ちたいと思うようになったという。
　「食品ロス削減の店」がパレットショップのテーマ。千葉
店長は「子供がいる世代にもっともっと利用してほしいと思
う。少しでもお得な商品を大量に仕入れてアプローチできれ
ば…。子育て世代を応援したい」と目標を定めている。

青森商工会議所会員事業所のご紹介
青森商工会議所会報『かけはし11月号「商工プラザ」』より会員事業所の取り組みを紹介します。

商工プラザ

事業所情報　
青森市野木野尻37－498
（青森総合流通団地共同会館内）
TEL 080－4864－0377
営業時間　10：00～18：00
定 休 日　日曜日

「食品ロス削減」への思い熱く
賞味期限近い商品を激安販売
「子育て世代を応援したい！」

食品ロス削減の店
パレットショップ
青森南店
店長　千葉　裕仁さん
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